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子どもたちは教師の言葉をしっかりと聞き，教師の言葉に対して，実
に素直に動こうとします。算数の授業は，教師がどのような言葉を，ど
んな子どもたちに向かって発するのかによって，大きく変わっていきま
す。

若い頃のわたしは，このことに気づいていませんでした。
4月に出会った子どもたち。算数の授業をしていると，多くの子ども

たちがやる気に満ちた顔をして，何度も手を挙げて発表しようとしてい
ました。しかし，6月頃になると，なぜか，手を挙げる子どもがだんだん
と少なくなっていきました。当時のわたしは，どうしてそのようになる
のか，よくわかりませんでした。
ある日の自分の算数の授業をビデオに撮り，放課後，見てみました。
ある場面で突如，新しい式が出てきたときです。画面の中のわたしは，
「どうしてこの式になるのか，わかった人？」と，子どもたちに尋ねて
いました。
その言葉を受けて手を挙げている子どもは数人しかいませんでした。
それはそうです。手を挙げることができるのは，わかっている子どもだ
けだからです。どうしてその式になるのかがわかっていない子どもは手
を挙げることも，何かを言うこともできなかったと思います。わたしの
言葉は，わかっている子どもを対象にしている言葉だったのです。
当時のわたしは「どうしてそうなるのか，わかった人？」と，いつも
同じような言い方ばかりしていました。その結果，わかっている子ども
だけが反応し，わからなかった子どもたちは手を挙げる機会を少しずつ
奪われていったのだと思います。

あの瞬間に，他の言葉を選ぶことができていれば，その後の子どもた
ちの反応は変わっていたはずです。いろいろな言葉が，わたしの引き出
しとしてあればよかったのですが，当時はありませんでした。

は じ め に

例えば，「『どうしてこの式になるの？』って思う人？」「この式の意味
が少しわからないなっていう人？」というような言葉の引き出しがあれ
ば，授業は変わっていたと思います。
この場合は，わかっている子どもが言葉の対象になっているわけでは
なく，困っている子どもが対象になっているのです。困っている子ども
たちを対象にしているので，先ほどの授業の展開とは変わっていきま
す。
わたしたちは，授業のある瞬間に，いろいろな言葉を発しています。
言葉の引き出しがなければ，いつも同じことを言うしかありません。
多くの言葉の引き出しがあれば，選ぶことができます。その瞬間に，
多くの子どもたちのために大切にすべきことは何か，判断することがで
きます。

教師の一つ一つの判断が，授業を左右していくのです。

本書では，具体的な授業の場面について，3つの言葉の選択肢を示し
ています。教師がある言葉を言ったとき，どんな子どもが反応するのか，
子どもたちはどんなことを思うのか，考えながら読み進めていただけれ
ばと思います。その結果，この本を手に取ってくださった方の言葉の引
き出しが増え，子どもたちを大切にする教師の判断力が培われていくこ
とを願っています。
自分の算数の授業を少しでも変えたい。でも，どうすればよいのかわ

からずに困っている。だけど，一生懸命に，目の前にいる子どもたちが
笑顔になる算数の授業を目指している。そのような方に，本書を読んで
いただければ幸いです。
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本書の使い方

2ページ目の最後には，それぞれの授
業場面の後，どのように言うのか，教
師の言葉を３通り吹き出しに書いて
います。
3ページ目以降を読む前に，それぞれ
の言葉を言った後，子どもたちはどん
なことを感じるのか，どんなことを考え
たくなるのか，またはならないのか，そ
の後の授業はどのように流れていく
のかなど考えてから，ページをめくっ
てみてください。

第2章の1ページ目と2ページ目の途
中までには，どの学年のどの単元のど
んな授業場面なのか説明しています。
授業で出した問題や，教師が言った
こと，それに対して子どもたちがどん
なことを言ったのか，どんなことに
困っているのかなど，なるべく詳しく
書いています。
実際の授業場面をイメージしていた
だいて，授業者になったつもりで読ん
でみてください。
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「絶対ちがう」というのは相当自信がある時にしか出てこない言葉で
す。確認してみると，この時，学級のほぼ全員が「同じ形ではない」と
確信しているようでした。
しかし，直感的に同じ形ではないと判断したからといって，その理由

を説明できるとは限りません。大切なのは，子どもたちが図形のどの構
成要素を見て，「同じ形ではない」と判断しているのかを自覚させるこ
とです。
クラスは盛り上がっています。この時，わたしは子どもたちのつぶや

きに対して，どう反応するか，あるいは反応しないのか，判断する必要
がありました。

この後，何て言いますか？

……。
（反応はしない。

まずは図形を全部見せる。）

え？　まだ全部見えてないから，
分からないでしょ？

どこを見て
絶対ちがうと思ったの？

0 4 0

授業の場面

5年生「合同」の学習の導入場面でのことです。
まず，子どもたちに三角形A（下図参照）を黒板に貼りました。続いて，
封筒を提示し，その中から三角形Bを取り出していきます。子どもたち
には，「封筒から出てくる三角形Bが，三角形Aと形も大きさもぴった
り同じなら当たりです」と伝えました。
封筒から三角形Bをゆっくり取り出していきます。三角形を取り出し

ている途中に，たくさんの子どもたちから「もう分かった！」「絶対ち
がう形だ！」と声が上がりました。

図形を見た時の
つぶやきに対する判断

0101

5 年「 合 同 」／／ 瀬 尾

2つの三角形はぴったり同じ形かな？

封筒から少しずつ
出していく

もうわかった！

絶対ちがう形だ！

封筒A
B

１ページ目

2ページ目

　目の前の子どもたちは，それぞれの学級でちがいます。
 「自分のクラスの子どもだったら，どう考えるかな」などと考え，読者の先生の
言葉の引き出しが増えることを目的にしています。

前半部分は，それぞれの授業の教材
に関係のあることについて書いてい
ます。教材研究の参考にしていただけ
れば幸いです。
後半部分は，教師の言葉の価値や他
の言葉を使うとすれば，どんな言葉を
使うことができるのかなど，森本がそ
れぞれの実践について思ったことを
書いています。

教師の判断１から判断３について述
べています。判断１は，それぞれの場
面で，執筆者が「絶対に言わないで
あろう言葉」を書いています。判断２
と３については，実際に使いたい言
葉です。
教師の言葉がどの対象の子どもに向
けた言葉になっているのか，どんな目
的があるのかについて，それぞれの
ページの上の部分に記載しています。
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教材について

二つの図形がぴったりと重なるとき，すなわち形も大きさも同じであ
るとき，この二つの図形は合同であると言い，対応する辺や角の大きさ
はそれぞれ等しくなります。
合同の学習に限らず，図形領域の学習ではいつも，図形を構成する要

素や「図形間の関係」に着目することが重要です。どの構成要素や関係
に着目しているのか，どんな性質を基にして考えているのかを明確にす
ることで，子どもたちの図形に対する見方が鍛えられ，論理的な説明が
できるようになります。

判断①にあるように，「何も言わずに図形を全部見せる」と
いうことは，わたしもしません。
算数の授業をしていると，たくさん発表をする子どもとそう

でない子どもに分かれてしまうことがよくあります。たくさん
発表をする子どもは，勢いよく自分の考えを言って終わるので
すが，聞いている子どもたちはポカンとしていて，何の話をし
ていたのかがわからないということがしばしば起こります。そ
の一つの原因として，発表している子どもが「どこ」の話をし
ているのかがわかっていないということが考えられます。
何も言わずに全部見せてしまうと，「どこ」の話をしている

のかがわからなく子どもがたくさん出てきそうです。この場面
ではまず，封筒から出てきた角度について話していきたいとこ
ろです。

教師の判断プラスα
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授業において，教師は子どものつぶやきにあえて何も言わないという
選択肢を取ることもあります。図形を最後まで見せることで，子どもた
ちは図形全体を見比べて判断することができるようになります。

ほら！　やっぱりちがった！

形がちがう！

このようにしたときのことを考えてみよう

三角形を最後まで見せることで，同じ形かどうか判断する材料が増え
ます。しかし一方で，辺の長さ，角の大きさ，面積等，2つの三角形のち
がうところが多すぎるために，「形がちがう」という曖昧な説明になっ
てしまうことも考えられます。
封筒から出している最中，子どもたちがつぶやいていた時は，「角の

大きさ」という図形の構成要素に着目し，ちがう形だと判断していたは
ずです。子どもたちの着眼点が絞られていることで，説明がしやすくな
ることもあります。

「……。」
（何も言わずに図形を全部見せる。）

子どもの反応を最後まで見る
（全員を対象・教師が授業の設計をする役割）

自分が絶対に
言わないであろう言葉11判 断

3~5ページ目

6ページ目

本 書 の 使 い 方
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第 1 章  授 業 中の判 断の 4つの基 準

わたしたち教師は，話を聴いている子どもたちの表情を見て，「今の
話は伝わっていないな」と感じ取ります。

読者のみなさんなら，こんなとき，次にどのようにしますか。
「今，〇くんが言ったのは，～ということだよ。わかった？」などと，
教師が説明をするという判断をする方もいらっしゃるのではないかと思
います。教師が説明をすることで，わかっていなかった子どもたちは，
その子の言ったことを理解することができるでしょう。教師はそれを見
て一安心します。しかし，このようなことをくり返していると，子ども
たちの表現力は育たないですし，友だちの話を聴こうとする態度も育ち
ません。

「今のお話，ちょっと難しかったんじゃない？」と，周りの子どもた
ちに尋ねるという選択肢もあります。このように尋ねれば，きっと，「う
ん。少し難しかった」とか，「よくわからなかった」と素直に表現して
くれるはずなので，もう一度，発言した子どもに「もう一回説明してみ
る？」と言うこともできます。そうすると，先ほどとは展開が変わって
きます。

つまり，教師の判断によって，言葉を選択することで，その後の授業
の展開が変わっていくということです。

（言ってることが
よくわからないな）

ここがこうなってね。
だからね。
こういうことだよ。

私たち教師は，授業のさまざまな場面で，学び手である子どもたちの
発言内容，つぶやき，表情，しぐさ，体の動きを見取り，さらには，心
の機微などを感じ取っています。そして，それぞれの子どものよさを生
かすことを頭の中で思い描き，瞬時に判断し，対応しています。この判
断によって，その後の授業の展開は大きく変わっていきます。そんなこ
とを考えると，教師の細やかな判断の連続によって，授業は創られてい
ると言えます。
当たり前のことですが，瞬時の対応の仕方は，個々の教師によって異
なります。どのように対応するのかは，それぞれの一瞬の判断に委ねら
れるからです。採用 1年目の先生と，20年目のベテランの先生では，見
えている世界も異なるでしょうし，持っている引き出しの数もちがうは
ずです。また，同世代の先生同士を比べても，それぞれの教科の見方・
考え方を大切にしている先生は選択する言葉も変わってきます。
教師が判断するためには，目の前にいる子どもたちをしっかりと見つ
めて，ひとつの授業の中で子どもたちに与えられることは何なのかにつ
いて，考える必要があります。そして，思い浮かぶ選択肢の中から最善
だと思う言葉を決めていきます。しかも，その判断は，一瞬で行われて
います。多くの教師は，子どもたちのためによりよい授業をしたいと
願っています。そのために何度も判断をしているのです。

例えば，ある子どもが発言をした場面について考えてみます。周りの
子どもは一生懸命聴いていたのだけれど，発言した子どもの言ったこと
が「よくわからない」という場面がたまにありますよね。すごく長く話
してくれたのだけど，周りはポカンとしているような場面です。

授業は教師の判断の連続で
創られている

教師の「判断」
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第 1 章  授 業 中の判 断の 4つの基 準

と，言ってしまうこともあります。子どもにとってみたら，「え？　な
んで？」と思うのではないでしょうか。周りの子どももこのような教師
の対応を見ています。「自分も言いたいことを言ったら，先生に『ちが
う，それじゃない』って，言われるかも」と思う子どもも出てくるかも
しれません。子どもたちの主体的な姿を引き出すという授業とは，どん
どん遠くなってしまいそうです。

頭の中では，「あっ，期待したことを言わなかったな」と思いつつも，
「どうして，そう考えたの？」と，発言した子どもに根拠を尋ねること
もできます。当然，教師がもともと想定していた授業展開とは変わって
くるでしょうが，子どもが悪いわけではありません。長い目で見ると，
子どもたちは主体的になることにつながっているのです。

わたしたちが授業中に判断する場面は他にもたくさんあります。
・子どもの発言が「まちがい」だと思ったとき
・子どもがまだ習っていない算数用語を口にしたとき
・子どもが考えを伝えようとしたけど，どうしても伝わらないとき
・わかっている子どもが自分の考えを勢いよく言ったとき
・多くの子どもが誤答のまま納得しているとき
・多くの子どもに気づきを促したいとき など

算数の授業をしていると，教師が想定していなかった子どもの反応が
出てくることがたくさんあります。このような場面でも，わたしたちは
一瞬で判断をして，子どもたちに向けて，何かしらの言葉を発していま
す。その言葉によって，その授業の流れも変わっていきますし，大きく
とらえると，子どもたちの授業観も変わっていきます。

子どもたちは教師の言葉をとても素直に聞いています。わたしたちが
発した言葉によって，子どもたちが感じることは変わってきます。これ
は算数の授業に限らず，すべての教科で言えることです。

子どもたちの周りを歩いていて，よい考えをノートに書いている子ど
もを見つけたとき，教師はその子どもを指名したくなります。そして，
その子どもを指名してみます。すると，その子どもがノートに書いてい
た考えとはまったくちがう考えを発表するという経験がわたしにはあり
ます。読者の方の中にもそういうことはありませんか。
このような場面で，我々がどのように言うのかによって，授業展開が
変わっていきますし，子どもたちが感じることも変わっていきます。

それじゃなくて，
ノートに書いてあることを
言ってくれる？ え？

指名された子どもは自分が言いたい考えを言ったはずです。しかし，
教師は，自分が期待していた考えを子どもが言わないときに，
「あっ，それじゃなくてノートに書いてあることを言ってくれる？」

教師の言葉によって
子どもたちの感じ方は変わる
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第 2 章  算 数 授 業での教 師の判 断 力

「絶対ちがう」というのは相当自信があるときにしか出てこない言葉で
す。確認してみると，この時，学級のほぼ全員が「同じ形ではない」と
確信しているようでした。
しかし，直感的に同じ形ではないと判断したからといって，その理由

を説明できるとは限りません。大切なのは，子どもたちが図形のどの構
成要素を見て，「同じ形ではない」と判断しているのかを自覚させるこ
とです。
クラスは盛り上がっています。この時，わたしは子どもたちのつぶや

きに対して，どう反応するか，あるいは反応しないのか，判断する必要
がありました。

この後，何て言いますか？

……。
（反応はしない。

まずは図形を全部見せる。）

え？
まだ全部見えてないから，
わからないでしょ？

どこを見て
絶対ちがうと思ったの？

授業の場面

５年生「合同」の学習の導入場面でのことです。
まず，三角形A（下図参照）を黒板に貼りました。続いて，封筒を提示

し，その中から三角形Bを取り出していきます。子どもたちには，「封
筒から出てくる三角形Bが，三角形Aと形も大きさもぴったり同じなら
当たりです」と伝えました。
封筒から三角形Bをゆっくり取り出していきます。三角形を取り出し

ている途中に，たくさんの子どもたちから「もうわかった！」「絶対ち
がう形だ！」と声が上がりました。

図形を見て
つぶやいたときの判断
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2つの三角形はぴったり同じ形かな？

封筒から少しずつ
出していく

もうわかった！

絶対ちがう形だ！

封筒
A

B
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「もうわかった！」という子どもに応じた言葉になりますが，対象は学
級全員です。この言葉には，「まだ全部見えてないんだからわからなく
て当然だ」というニュアンスが含まれており，まだ判断できていない子
どもに寄り添った言い方になっています。

まだ全部見えてないから
わからないでしょ？

いや，わかる！
だって……。

このように言ったときのことを考えてみよう

まだ判断できていない子どもは，「そうだそうだ」と頷き，判断でき
ている子どもは，「いや，わかる！」と逆に説明意欲を増すような反応
をすることが予想できます。答えられなくて当然，という回答のハード
ルを下げる言葉ですから，その後説明しやすくなることも考えられま
す。
また，教師が「全部見てないのに」と言うことで，逆に「ここさえ見
ればわかる」と，子どもが自分の着眼点に気付く効果も期待できます。

え？　まだ全部見えてないから，
わからないでしょ？

心のハードルを下げる
（全員を対象・子どもに寄り添う役割）

22判 断

授業において，教師は子どものつぶやきにあえて何も言わないという
選択肢を取ることもあります。図形を最後まで見せることで，子どもた
ちは図形全体を見比べて判断することができるようになります。

ほら！　やっぱりちがった！

形がちがう！

このようにしたときのことを考えてみよう

三角形を最後まで見せることで，同じ形かどうか判断する材料が増え
ます。しかし一方で，辺の長さ，角の大きさ，面積等，2つの三角形のち
がうところが多すぎるために，「形がちがう」という曖昧な説明になっ
てしまうことも考えられます。
封筒から出している最中，子どもたちがつぶやいていた時は，「角の
大きさ」という図形の構成要素に着目し，ちがう形だと判断していたは
ずです。子どもたちの着眼点が絞られていることで，説明がしやすくな
ることもあります。

「……。」
（何も言わずに図形を全部見せる。）

子どもの状況を見取る
（全員を対象・教師が授業の設計をする役割）

自分が絶対に
言わないであろう言葉11判 断


